社内意向調査（参考様式）
・下記の設問例を参考に、各企業において適宜設定してください。
・本調査は奨励事業の取組事項の２～６に取り組む前に実施してください。
・調査の実施状況については実績報告書別紙１にてご報告いただきます。実際に回答した調査票を
ご提出いただく必要はありませんが、必要に応じ提出をお願いする場合もあります。

この調査は、今後、社内の「不妊治療・不育症治療のための休暇・休業制度」等を整備するに当たり、皆様にご意見をうかがうために実施するものです。ぜひご協力ください。

Ｑ１
不妊治療や不育症治療を取り巻く以下のような状況について知っていましたか。
　・約４．４組に１組が不妊治療を受けている。
・不妊の原因は男女１対１の割合。
・体外受精・顕微授精等の治療による出産率は１３．６％となっている。
・働きながら不妊治療をする女性の4人に1人が両立できずに、退職や雇用形態の変更等をしている。
・日本で不育症に悩む人の数は正確にはわかっていないが、毎年妊娠する人のうち、数万人が不育症の可能性があると考えられている。　
〈参考〉東京都福祉局ＨＰ
・妊活支援ポータルサイト　東京都　妊活課
　https://www.ninkatsuka.metro.tokyo.lg.jp
・いつか子供が欲しいと思っているあなたへ
https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/koho/funin201011.html















ア　すべて知っていた
イ　いくつか知っていた
ウ　すべて知らなかった
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Ｑ２
会社で不妊治療や不育症治療について話したりすることはありますか。
ア　ある
イ　ない

Ｑ３
会社に「不妊治療・不育症治療のための休暇・休業制度」を整備する必要があると思いますか。
ア　必要があると思う　　⇒Ｑ４へ
イ　必要と思わない　　　⇒Ｑ８へ

Ｑ４
必要があると思う理由は何ですか。
ア　自身が不妊治療や不育症治療を行いたいから
イ　自身が将来、不妊治療や不育症治療を行うことを考えているから（可能性があるから）
ウ　不妊治療や不育症治療を取り巻く環境を知り、必要だと思うから
エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５
「不妊治療・不育症治療のための休暇・休業制度」はどのようなものがいいと思いますか。
ア　「不妊治療・不育症治療のための休暇・休業制度」の名称での整備
イ　利用する際のプライバシーを配慮するため、既存の特別休暇制度の取得要件への追加
ウ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ６
不妊治療や不育症治療を両立する上で、休暇・休業制度のほかに会社に整備してほしい制度はありますか（複数回答可）。
ア　テレワーク
イ　フレックスタイム制
ウ　時差出勤
エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
オ　特にない

Ｑ７
「不妊治療・不育症治療のための休暇・休業制度」の利用促進のために実施してほしいことはありますか。
ア　社内研修等による制度利用に対する職場の理解の促進
イ　社内研修等による上司の理解の促進
ウ　制度利用時の賃金補償
エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
オ　特にない

Ｑ８
必要と思わない理由をお聞かせください（自由記述）。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
